
I N F O R M A T I O N・ 伝言板

兵庫県福祉手帳＜2016年度版＞が
12月上旬発売予定です。カレンダー
のほか、県内の福祉関係機関一覧を
掲載しており、福祉関係者必携！
※民間社会福祉事業職員互助会の加入者には互
　助会より配布されますのでご留意ください。
※カバーの色は右の画像より代わります。

申し込み・問い合わせ先　兵庫県社協 総務企画部 ＴＥＬ０７８－２４２－４６３３

「兵庫県福祉手帳2016」
  予約注文受け付け中！

2016

兵庫県福祉手帳

社会福祉関係資料

［サイズ］ヨコ９㎝×タテ１５㎝　［価格］９70円（税込）

助成金情報 助成額　1団体上限50万円（総額1,000万円を予定）
締切り　平成27年10月30日（金）17:00

②「認定NPO法人取得資金」の助成
対象　社会福祉分野で活動し、認定NPO法
人の取得を計画している特定非営利活動
法人

助成額　1団体上限30万円（総額600万円を予定）
締切り　平成27年10月30日（金）17:00

●問●申公益財団法人損保ジャパン日本興亜福
祉財団　TEL 03-3349-9570

URL　http://www.sjnkwf.org/

一般社団法人生命保険協会
平成27年度元気シニア応援団体に
対する助成活動
対象　高齢者を対象にした健康管理・増進、自
立支援、生きがいづくり等の活動に取り組ん
でいる民間非営利の団体、ボランティアグ
ループ、特定非営利活動法人等
助成額　1団体上限15万円（総額最大500万円）
締切り　平成27年10月31日（土）消印有効
●問●申生命保険協会 TEL 03-3286-2643
URL　http://www.seiho.or.jp/

第5回C-1グランプリ事例コンテスト
テーマ　「利用者さんと介護職員が笑顔に
なった事例」

日時　平成27年11月7日（土）13:00～16:30
会場　県福祉センター1階多目的ホール
入場料　無料
●問●申一般社団法人兵庫県介護福祉士会
　TEL 078-242-7011
URL　http://care-net.biz/28/haccw/

第9回全国校区・小地域福祉活動サミット
INくろべ
日時　平成27年11月26日（木）・27日（金）
会場　黒部市宇奈月国際会館セレネなど（富山県）
参加費　6,000円
●問●申名鉄観光サービス株式会社富山支店
　TEL 076-431-8056
URL　 http://www.kurobesw.com/

平成27年度地域の福祉力セミナー
対象　平成27年11月27日（金）
会場　黒部市宇奈月国際会館セレネ（富山県）
参加費　5,000円
●問●申名鉄観光サービス株式会社富山支店
　TEL 076-431-8056
URL　 http://www.zcwvc.net/

福祉活動等に対する助成金の情報です。詳細
は、それぞれの問い合わせ先にご確認ください。

公益財団法人JR西日本あんしん社会財団
①平成28年度AED訓練器等の提供
による支援事業
対象　次の条件を満たすこと①近畿2府4県に
所在地があり、救命処置の普及活動を行う計
画を有する団体②救命処置の普及啓発に対
し積極的で意欲があること③明確な活動計
画があること④応急手当普及員、赤十字救急
法指導員、BLSインストラクターおよびこれら
に準ずる指導資格者が在籍していること
提供内容　AED訓練器、訓練用人形、納入袋
（総数16セット）※複数セットも提供可
締切り　平成27年10月26日（月）必着

②平成28年度活動助成
対象　事故、災害や不測の事態に対する備え
に関する活動または災害後の心のケアや身
体的ケア等に関する活動

対象　近畿2府4県に拠点があり、募集開始
時点で1年以上の継続活動実績がある団体

助成額　1件あたり70万円以下（総額5,000
万円程度を予定）

締切り　平成27年11月17日（火）必着

●問●申公益財団法JR西日本あんしん社会財団
TEL 06-6375-3202

URL　http://www.jrw-relief-f.or.jp/

特定非営利活動法人市民社会創造ファンド
市民ファンド推進プログラム2015
広く市民から寄付を集め、社会課題に取り組
む市民活動に直接的な助成を行う、市民ファ
ンドとコミュニティ財団に助成します。
対象　独立した組織として設立、または、既存
の民間組織に設置されて1年以上を経てい
る市民ファンド・コミュニティ財団
助成額　1件上限200万円（総額600万円を予定）
締切り　平成27年10月30日（金）必着
●問●申特定非営利活動法人市民社会創造ファンド
　TEL 03-5623-5055
URL　http://www.civilfund.org/

公益財団法人損保ジャパン
日本興亜福祉財団
NPO基盤強化資金助成
①「組織の強化」と「事業活動の強化」の助成
対象　次の条件を満たすこと①西日本地区に所
在する団体②特定非営利活動法人・社会福祉
法人③社会福祉に関する活動を行う団体
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行事予定
ＮＰＯと行政の協働会議（東播磨）　
◆東播磨生活創造センター「かこむ」
看護職員研修◆県社会福祉研修所
きょうされん第３８回全国大会
ｉｎひょうご◆神戸国際展示場
第１８回介護支援専門員実務研
修受講試験◆神戸学院大学ほか
但馬・丹波・淡路地域対象 福祉の
就職説明会◆神戸サンボーホール
ストレスマネジメント研修　　　
◆県社会福祉研修所
県社協第２３９回理事会・第１８５回
評議員会◆県福祉センター
福祉サービス利用援助事業新任
生活支援員研修◆県福祉センター
会計実務担当者研修 実践編（税
務コース）◆県社会福祉研修所
経営協第２３５回理事会・例会　
◆県福祉センター
日本福祉施設士会近畿ブロック
セミナー◆ＡＮＡクラウンプラザ
ホテル
介護支援専門員専門研修課程
Ⅱ・更新研修Ａ（後期）　　　　　
◆県社会福祉研修所ほか
福祉の就職説明会 ＡＵＴＵＭＮ ｉｎ 
ＨＹＯＧＯ◆尼崎中小企業センター
第６４回兵庫県社会福祉大会　
◆三木市文化会館
社会福祉法人 人事・労務管理研修
（マイナンバー制度対策セミナー）　　
◆県中央労働センター・県農業共済会館
若年性認知症家族介護者連絡会
◆県福祉センター
災害ボランティアコーディネー
ター養成研修　　　　　　　　
◆ひょうごボランタリープラザ
生活支援コーディネーター養成
研修◆姫路市自治福祉会館
兵庫県保育大会◆宝塚ベガ・ホール
福祉サービス利用援助事業生活支
援員研修（現任）◆県福祉センター
前頭側頭型認知症の家族交流会・
家族介護者研修◆県福祉センター
介護福祉士受験セミナー　　　
◆県社会福祉研修所
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特集

加古川市

ひょうごの福祉NOW

みんなの広場

インフォメーション

地域住民の活動拠点“ごきげん荘”
～淡路市山田地区の取り組み～

広げよう！「じぶんの町を良くする」
共同募金のしくみ

P5 開催報告
人口減少の時代における福祉社会の在り方は
～社会福祉夏季大学を開催～
「ストップ・ザ・無縁社会」 広がれ！全県キャンペーン

みんなでつくるひょうごの福祉

あなたのまちの社協ナビ

伊丹市社協
住民や専門機関との連携・協働を目指して
～「たよれるネット」による相談支援～
広げよう！地域の安心拠点

高齢者の支え合いを生み出す介護予防
～地域でつくる「いきいき広場」（稲美町）の取り組み～

10月から
共同募金運動が
スタートするよ！

鶴林寺「十三夜観月会」

10
No.776

認め合い ともにつながり 支え合う みんなでつくる  ひょうごの福祉

兵庫県社会福祉協議会

見
や
す
い
ユ
ニ
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この機関紙は赤い羽根共同募金配分金により発行しています。
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う
な
活
動
は
各
地
域
の
状
況
に
応
じ
て

行
わ
れ
て
お
り
、共
同
募
金
の
使
い
道
も

市
区
町
ご
と
に
定
め
て
い
ま
す
。

　

共
同
募
金
は
、民
間
の
社
会
福
祉
事

業・活
動
の
た
め
の
募
金
運
動
と
し
て
生

ま
れ
、今
年
で
69
回
目
を
迎
え
ま
す
。全

国
的
に「
じ
ぶ
ん
の
町
を
良
く
す
る
し
く

み
」の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
募
金
活
動

を
展
開
し
て
お
り
、兵
庫
県
で
は
募
金
の

使
い
道
の
ほ
と
ん
ど（
約
8
割
）は
、募
金

を
集
め
た
市
町（
神
戸
市
内
は
各
区
）の

中
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
各
市
区
町
で
は
、地
域
に
密
着
し
た
住

民
同
士
の
見
守
り
活
動
や
支
え
合
い
の

活
動
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
高
齢
者
や

障
害
者
な
ど
へ
の
支
援
な
ど
、さ
ま
ざ
ま

な
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
よ

SPECIAL EDITION

■図表1 共同募金配分の割合
　（平成26年度）

　今年で69回目を迎える赤い羽根共同募金運
動が10月からスタートします。
　共同募金は、地域の皆さまの協力のもと、今年
は全県で5億4,803万3千円を目標に運動を展開
いたします。今回の特集では、共同募金をもっと
ご理解いただくために、「じぶんの町を良くする」
共同募金の仕組みをご紹介します。

SPECIAL EDITION  特集
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共
同
募
金
は
、事
前
に
そ
の
使
い
道
や

集
め
る
額（
目
標
）を
定
め
て
お
り
、寄
付

額
が
集
ま
っ
て
か
ら
使
い
道
を
決
め
る
募

金
と
は
異
な
り
ま
す
。そ
し
て
、目
標
額

や
助
成
結
果
を
公
表
す
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

共
同
募
金
運
動
は
、地
域
の
多
く
の

方
々
や
団
体
の
協
力
を
得
て
展
開
さ
れ

ま
す
。運
動
へ
の
協
力
者
や
寄
付
者
に
、

募
金
の
使
い
道
や
必
要
な
資
金
の
金
額

を
伝
え
、地
域
の
福
祉
課
題
や
取
り
組
み

へ
の
理
解
を
広
げ
る
こ
と
も
共
同
募
金
の

大
き
な
役
割
で
す
。

　
ま
た
、「
個
人
の
意
思
に
よ
る
寄
付
な

の
に
な
ぜ
目
安
額
が
あ
る
の
か
」と
い
う

共
同
募
金
は

「
計
画
す
る
募
金
」

地
域
福
祉
を
推
進
す
る

た
め
の
共
同
募
金

共
同
募
金
運
動
が

さ
ら
に
広
が
る
よ
う
に

質
問
が
よ
く
あ
り
ま
す
が
、こ
れ
は
目
標

達
成
の
た
め
に
必
要
な
金
額
か
ら
各
地

域
で
設
定
し
た
目
安
で
あ
り
、割
り
当
て

や
強
制
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
戸
別
募
金
」は
、地
域
の
自
治
会
や
民

生
委
員
な
ど
が
募
金
協
力
員
と
し
て
、各

世
帯
を
対
象
に
募
金
協
力
の
呼
び
掛
け

を
行
う
方
法
で
す
。共
同
募
金
は
、社
会

福
祉
法
第
1
1
2
条
に「
地
域
福
祉
の
推

進
を
図
る
た
め
」に
実
施
す
る
こ
と
が
規

定
さ
れ
、同
法
第
4
条
に
は「
地
域
住
民
」

も
地
域
福
祉
の
推
進
に
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。地
域

福
祉
は
、誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮

ら
し
続
け
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

課
題
発
見
か
ら
解
決
ま
で
取
り
組
む
活

動
で
す
。こ
の
活
動
は
、住
民
一
人
一
人

が
主
体
と
な
り
進
め
ら
れ
る
こ
と
が
基

本
で
す
が
、共
同
募
金
で
も
、住
民
の
誰

も
が
募
金
を
通
じ
て
地
域
福
祉
に
関
わ

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、戸
別
募
金
を
重

視
し
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、募
金
の
集
め
方
な
ど
、批
判

も
含
め
た
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
が
あ
る

こ
と
も
事
実
で
す
。寄
付
は
個
人
の
自
発

的
な
協
力
の
も
と
で
実
施
す
べ
き
で
す

が
、住
民
に
十
分
な
説
明
が
無
く
お
金
を

徴
収
さ
れ
て
い
た
り
、金
額
の
割
り
当
て

や
強
制
な
ど
の
誤
解
を
与
え
る
よ
う
な

集
め
方
を
し
て
い
た
り
す
る
と
い
う
意

見
も
あ
り
ま
す
。近
年
で
は
、自
治
会
な

ど
の
地
域
活
動
の
担
い
手
が
減
少
し
、戸

別
訪
問
な
ど
丁
寧
な
募
金
活
動
が
負
担

と
な
っ
て
い
る
地
区
も
多
く
、共
同
募
金

の
周
知
や
、寄
付
者
の
自
発
的
な
判
断
の

機
会
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
も
原
因
の

一
つ
で
す
が
、封
筒
募
金
の
導
入
な
ど
依

頼
方
法
の
工
夫
や
理
解
の
促
進
に
努
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

近
年
、募
金
の
受
け
手
で
あ
る
福
祉

事
業
者
や
配
分
団
体
の
街
頭
募
金
な
ど

へ
の
協
力
が
進
ん
だ
り
、寄
付
つ
き
商
品

を
企
画
し
、販
売
す
る「
募
金
百
貨
店
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
参
画
す
る
企
業
も
増
え

る
な
ど
、募
金
運
動
の
輪
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。

　
現
在
、認
知
症
に
よ
る
行
方
不
明
者
は
年

間
1
万
人
以
上
に
上
っ
て
い
ま
す
。神
戸
市

西
区
社
協
で
は
、共
同
募
金
を
活
用
し
て

「
神
戸
市
西
区
徘
徊
S
O
S
ネ
ッ
ト（
愛

称
：
み
ま
も
ん
）」を
平
成
27
年
1
月
か
ら

開
始
し
ま
し
た
。ス
テ
ッ
カ
ー
を
目
印
に
行

方
不
明
の
高
齢
者
を
発
見
す
る
シ
ス
テ
ム

で
、地
域
の
皆
さ
ん
と
共
に
、日
常
の
何
気

な
い
見
守
り
か
ら
、認
知
症
高
齢
者
を
支
え

る
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。募
金
は
、利

用
者
を
特
定
す
る
ス
テ
ッ
カ
ー
や
メ
ー
ル
に

よ
る
シ
ス
テ
ム
構
築
な
ど
に
活
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、特
定
非
営
利
活
動
法
人
フ
ー
ド
バ

ン
ク
関
西（
芦
屋
市
）で
は
、余
剰
食
品
で
生

活
困
窮
者
を
支
援
す
る
事
業
を
実
施
し
、宝

塚
市
社
協
で
も
大
掃
除
を
き
っ
か
け
と
し
た

生
活
支
援
の
取
り
組
み
に
共
同
募
金
を
活

用
し
て
い
ま
す
。（
詳
細
は
、6
月
1
日
発
行

の
本
紙
特
別
号「
共
同
募
金
Ｎ
ｅ
ｗ
ｓ

2
0
1
5
v
o
l
．1
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。） 西脇市の地域ふれあいいきいきサロン神河町で行われている買い物送迎サービス

　
「
無
縁
社
会
」と
い
わ
れ
る
現
在
、地
域

福
祉
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
は
ま
す
ま
す
高
ま

っ
て
い
ま
す
。赤
い
羽
根
共
同
募
金
の「
じ

ぶ
ん
の
町
を
良
く
す
る
し
く
み
」を
、多

く
の
方
々
に
理
解
い
た
だ
き
、共
同
募
金

を
通
じ
て
町
を
良
く
し
て
い
こ
う
と
い
う

気
持
ち
が
た
く
さ
ん
芽
生
え
、助
け
合
い

の
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が

大
切
な
ゴ
ー
ル
で
す
。

　
ま
た
、災
害
時
の
被
災
地
に
お
け
る
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
支
援

や
、県
域
の
連
絡
調
整
を
担
う
福
祉
団
体

の
活
動
は
市
区
町
を
ま
た
い
で
助
け
合
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
、共
同
募
金

は
市
区
町
を
ま
た
ぐ
兵
庫
県
内
の
福
祉
事

業
に
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、共
同
募
金
運
動
を
進
め
る
た
め

の
活
動
費（
広
報
や
事
務
局
運
営
な
ど
の

費
用
）に
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、こ
れ
は

募
金
額
の
約
1
割
に
留
め
て
お
り
必
要
最

小
限
の
金
額
と
し
て
い
ま
す
。こ
の
割
合

　
8
月
27
日
、「
ス
ト
ッ
プ・ザ・無
縁
社
会
」

全
県
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
一
環
と
し
て
、神
戸

芸
術
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
第
54
回
社
会
福

祉
夏
季
大
学
を
開
催
し
た
。

　

今
回
の
夏
季
大
学
は
、「
人
口
減
少
」が

大
き
な
社
会
問
題
と
し
て
注
目
さ
れ
、生

活
を
支
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
存
続
も
危
惧

さ
れ
る
中
で
、こ
れ
か
ら
の
福
祉
社
会
づ
く

り
の
方
向
性
を
共
有
す
る
機
会
と
し
て
開

催
し
た
。

デ
ー
タ
か
ら
各
地
域
の
将
来
を
予
測

　
冒
頭
の
基
調
講
演
で
は
、「
人
口
減
少
の

時
代
に
お
け
る
地
域
社
会
の
未
来
〜〝
無
縁

社
会
〞の
克
服
に
向
け
て
〜
」を
テ
ー
マ
に
、

株
式
会
社
日
本
総
合
研
究
所
主
席
研
究
員

の
藻
谷
浩
介
氏
よ
り
講
演
を
い
た
だ
い
た
。

　
講
演
で
は
、少
子
化・高
齢
化
と
い
う
社

会
状
況
を
前
に
、イ
メ
ー
ジ
や
世
の
中
の
空

気
に
流
さ
れ
ず
、事
実
を
数
字
で
確
認
す
る

こ
と
の
大
切
さ
が
語
ら
れ
た
後
、実
際
の
統

計
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、地
域
社
会
の
人
口
推

移
な
ど
が
具
体
的
に
提
示
さ
れ
た
。

　
ま
た
、神
戸
市
や
東
京
都
な
ど
の
大
都
市

圏
で
高
齢
者
が
増
加
す
る
一
方
で
、15
〜
64

歳
の
現
役
世
代
の
人
口
が
す
で
に
減
り
つ
つ

あ
る
と
い
う
状
況
や
、各
世
代
の
人
口
推
移

が
横
ば
い
と
な
る
安
定
を
実
現
し
た
長
野

県
下
條
村
の
事
例
が
紹
介
さ
れ
た
。さ
ら
に
、

県
内
各
市
町
の
現
役
世
代
と
高
齢
者
の
増

減
率
の
分
布
図
な
ど
も
提
示
さ
れ（
図
表
参

照
）、こ
れ
ら
の
予
測
を
も
と
に
、医
療
や
福

祉
が
崩
壊
し
な
い
た
め
に
私
た
ち
が
何
を

な
す
べ
き
か
と
い
う
問
題
提
起
が
行
わ
れ
た
。

新
た
な
時
代
の
地
域
社
会
づ
く
り

　
続
く
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、藻

谷
氏
も
交
え
て
、「
こ
れ
か
ら
の
福
祉
社
会
の

方
向
性
〜
地
域
再
生
と
つ
な
が
り
の
ま
ち
づ

く
り
〜
」を
テ
ー
マ
に
協
議
が
行
わ
れ
た
。

　
N
H
K
解
説
委
員
の
後
藤
千
恵
氏
か
ら

は
、稲
美
町
に
お
け
る
住
民
自
身
に
よ
る
介

護
予
防
の
取
り
組
み（
6
ペ
ー
ジ
も
参
照
）

や
、地
域
の
課
題
解
決
を
仕
事
づ
く
り
に
つ

な
げ
て
い
る
各
地
の
事
例
が
紹
介
さ
れ
、

「
誰
も
が
生
き
生
き
と
輝
け
る『
働
く
場
』や

『
出
番
』『
役
割
』を
地
域
全
体
に
広
げ
て
い

く
」と
い
う
視
点
が
提
示
さ
れ
た
。

　
続
け
て
、大
阪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
常
務

理
事
の
早
瀬
昇
氏
か
ら
は
、自
治
会
な
ど
の

エ
リ
ア
型
の
活
動
と
テ
ー
マ
型
の
市
民
活
動

が
お
互
い
の
弱
み
と
強
み
を
見
せ
合
う
と

と
も
に
、支
え
る
側
と
支
え
ら
れ
る
側
が
夢

や
目
標
を
共
有
す
る
こ
と
が
、助
け
合
い
の

地
域
活
動
に
つ
な
が
る
と
語
ら
れ
た
。

　
そ
の
後
、藻
谷
氏
か
ら
は
地
域
で
余
っ
た

野
菜
を
福
祉
施
設
等
で
活
用
す
る
社
会
福

祉
法
人
優
輝
福
祉
会（
広
島
県
）の
事
例
な

ど
が
紹
介
さ
れ
、地
域
内
で
の
資
源
の
循
環

が
社
会
の
元
気
に
つ
な
が
る
と
話
さ
れ
た
。

　
最
後
に
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
関
西
学

院
大
学
教
授
牧
里
毎
治
氏
よ
り
、地
域
社
会

が
変
わ
り
つ
つ
あ
る
中
で
、助
け
合
い
活
動

を〝
仕
事
化
〞し
て
い
く
方
向
性
が
示
さ
れ
、

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
終
了
し
た
。

人
口
減
少
の
時
代
に
お
け
る

福
祉
社
会
の
在
り
方
は

〜
社
会
福
祉
夏
季
大
学
を
開
催
〜

開  催  報  告

■図表 基調講演資料より抜粋（県社協ホームページでも掲載しています）

国立社会保障人口問題研究所2013年予測

50年で
現役世代が
ゼロになる
ペース

60年で
現役世代がゼロ
になるペース

75年で
現役世代が
ゼロになる
ペース

100年で
現役世代が
ゼロになる
ペース

150年で
現役世代が
ゼロになる
ペース

兵庫県共同募金会マスコット
あかはねちゃん

は
、全
国
的
な
募
金・寄
付
団
体
の
中
で
も

低
い
水
準
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

共
同
募
金
が
始
ま
っ
た
戦
後
に
比
べ
、

現
在
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
施
設
や
福

祉
サ
ー
ビ
ス
が
充
実
し
ま
し
た
。介
護
保

険
な
ど
の
制
度
も
始
ま
り
民
間
の
福
祉

事
業
者
も
増
え
ま
し
た
が
、共
同
募
金
は
、

小
規
模
作
業
所
の
充
実
や
在
宅
介
護
支

援
な
ど
、変
遷
す
る
時
代
の
ニ
ー
ズ
を
捉

え
、民
間
の
福
祉
事
業・活
動
へ
重
点
的
に

配
分
し
て
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
現
在
、社
会
的
孤
立
の
状
態
に

あ
る
人
た
ち
を
巡
る
課
題
が
大
き
く
な

る
中
、「
地
域
か
ら
の
孤
立
を
な
く
そ
う

〜
み
ん
な
が
社
会
の一員
と
し
て
包
み
支

え
合
う
し
く
み
づ
く
り
〜
」を
全
国
共
通

助
成
テ
ー
マ
と
し
て
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
制
度
化
さ
れ
て
い
な
い
新
た
な
課

題
や
制
度
の
は
ざ
ま
の
課
題
で
民
間
事
業

者
や
住
民・市
民
の
力
が
期
待
さ
れ
て
い

る
活
動
な
ど
も
多
く
あ
り
ま
す
。共
同
募

金
は
、こ
の
よ
う
な
先
駆
的・開
拓
的
な
民

間
の
福
祉
活
動
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

余剰食品を支援団体に分配
（フードバンク関西）

本人、地域住民、福祉専門職が協力して荷物を搬出
（宝塚市社協）

共
同
募
金
の
活
用
事
例

■図表2 共同募金のスケジュール
１年目

8
月

9
月
10
月
12
月
1
月
3
月
4
月
〜
3
月

4
月

募
金
目
標
額
の
決
定

配
分
計
画（
大
綱
）の
策
定

募
金
活
動
の
準
備・広
報

募
金
活
動
の
実
施（
〜
12
月
）

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
の
実
施

募
金
の
集
計

配
分
決
定

募
金
の
配
分

配
分
事
業
の
実
施

配
分
事
業
の
精
算

助
成
結
果
の
公
表

随
時

〜
7
月

配
分
ニ
ー
ズ
の
調
査

2年目 3年目

　
こ
の
た
び
県
内
第

１０
号
の
募
金
百
貨
店
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
、「
お
な
か
い
っ
ぱ
い
し
あ
わ
せ

い
っ
ぱ
い
！
お
弁
当（
カ
レ
ー
）を
食
べ

て
す
ま
の
町
を
よ
く
し
よ
う
！！
」プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
１０
月
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。障
害
者
就
労
支
援
Ｂ
型
事
業
所

「
Ｐａ
ｔｃ
ｈ（
こ
こ
ろ
わ
）」の
お
弁
当

１
個
に
つ
き
３
〜
５
円
が
共
同
募
金

に
寄
付
さ
れ
ま
す
。

皆さんの心が込もったお弁当
です 

市区町域での事業費
426,341,000円
78%

市区町域
以外の配分金
56,640,000円
10%

■市区町域での事業費
■共同募金活動費

■市区町域以外の配分金
　（県域・広域の事業費、災害準備金等）

共同募金活動費
65,197,072円
12%

（
特
）お
ー
け
す
と
ら・

ぴ
っ
と

（
神
戸
市
須
磨
区
）

昨年の丹波市豪雨災害の救援にも
共同募金が活用されました

靴の後部やつえなど、日頃か
ら身に着ける物に、蛍光シール
（番号入り）を貼り付け、徘徊者
の特定と早期発見に役立てる
（西区社協）

2015 October3 2015 October 22015 October5 2015 October 4



う
な
活
動
は
各
地
域
の
状
況
に
応
じ
て

行
わ
れ
て
お
り
、共
同
募
金
の
使
い
道
も

市
区
町
ご
と
に
定
め
て
い
ま
す
。

　

共
同
募
金
は
、民
間
の
社
会
福
祉
事

業・活
動
の
た
め
の
募
金
運
動
と
し
て
生

ま
れ
、今
年
で
69
回
目
を
迎
え
ま
す
。全

国
的
に「
じ
ぶ
ん
の
町
を
良
く
す
る
し
く

み
」の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
募
金
活
動

を
展
開
し
て
お
り
、兵
庫
県
で
は
募
金
の

使
い
道
の
ほ
と
ん
ど（
約
8
割
）は
、募
金

を
集
め
た
市
町（
神
戸
市
内
は
各
区
）の

中
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
各
市
区
町
で
は
、地
域
に
密
着
し
た
住

民
同
士
の
見
守
り
活
動
や
支
え
合
い
の

活
動
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
高
齢
者
や

障
害
者
な
ど
へ
の
支
援
な
ど
、さ
ま
ざ
ま

な
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
よ

SPECIAL EDITION

■図表1 共同募金配分の割合
　（平成26年度）

　今年で69回目を迎える赤い羽根共同募金運
動が10月からスタートします。
　共同募金は、地域の皆さまの協力のもと、今年
は全県で5億4,803万3千円を目標に運動を展開
いたします。今回の特集では、共同募金をもっと
ご理解いただくために、「じぶんの町を良くする」
共同募金の仕組みをご紹介します。

SPECIAL EDITION  特集

共
同
募
金
は
民
間
の

福
祉
活
動
を
応
援

身
近
な
地
域
の
福
祉
活
動
に

使
わ
れ
る
共
同
募
金

広げよう！
「じぶんの町を良くする」
共同募金のしくみ

　
共
同
募
金
は
、事
前
に
そ
の
使
い
道
や

集
め
る
額（
目
標
）を
定
め
て
お
り
、寄
付

額
が
集
ま
っ
て
か
ら
使
い
道
を
決
め
る
募

金
と
は
異
な
り
ま
す
。そ
し
て
、目
標
額

や
助
成
結
果
を
公
表
す
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

共
同
募
金
運
動
は
、地
域
の
多
く
の

方
々
や
団
体
の
協
力
を
得
て
展
開
さ
れ

ま
す
。運
動
へ
の
協
力
者
や
寄
付
者
に
、

募
金
の
使
い
道
や
必
要
な
資
金
の
金
額

を
伝
え
、地
域
の
福
祉
課
題
や
取
り
組
み

へ
の
理
解
を
広
げ
る
こ
と
も
共
同
募
金
の

大
き
な
役
割
で
す
。

　
ま
た
、「
個
人
の
意
思
に
よ
る
寄
付
な

の
に
な
ぜ
目
安
額
が
あ
る
の
か
」と
い
う

共
同
募
金
は

「
計
画
す
る
募
金
」

地
域
福
祉
を
推
進
す
る

た
め
の
共
同
募
金

共
同
募
金
運
動
が

さ
ら
に
広
が
る
よ
う
に

質
問
が
よ
く
あ
り
ま
す
が
、こ
れ
は
目
標

達
成
の
た
め
に
必
要
な
金
額
か
ら
各
地

域
で
設
定
し
た
目
安
で
あ
り
、割
り
当
て

や
強
制
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
戸
別
募
金
」は
、地
域
の
自
治
会
や
民

生
委
員
な
ど
が
募
金
協
力
員
と
し
て
、各

世
帯
を
対
象
に
募
金
協
力
の
呼
び
掛
け

を
行
う
方
法
で
す
。共
同
募
金
は
、社
会

福
祉
法
第
1
1
2
条
に「
地
域
福
祉
の
推

進
を
図
る
た
め
」に
実
施
す
る
こ
と
が
規

定
さ
れ
、同
法
第
4
条
に
は「
地
域
住
民
」

も
地
域
福
祉
の
推
進
に
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。地
域

福
祉
は
、誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮

ら
し
続
け
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

課
題
発
見
か
ら
解
決
ま
で
取
り
組
む
活

動
で
す
。こ
の
活
動
は
、住
民
一
人
一
人

が
主
体
と
な
り
進
め
ら
れ
る
こ
と
が
基

本
で
す
が
、共
同
募
金
で
も
、住
民
の
誰

も
が
募
金
を
通
じ
て
地
域
福
祉
に
関
わ

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、戸
別
募
金
を
重

視
し
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、募
金
の
集
め
方
な
ど
、批
判

も
含
め
た
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
が
あ
る

こ
と
も
事
実
で
す
。寄
付
は
個
人
の
自
発

的
な
協
力
の
も
と
で
実
施
す
べ
き
で
す

が
、住
民
に
十
分
な
説
明
が
無
く
お
金
を

徴
収
さ
れ
て
い
た
り
、金
額
の
割
り
当
て

や
強
制
な
ど
の
誤
解
を
与
え
る
よ
う
な

集
め
方
を
し
て
い
た
り
す
る
と
い
う
意

見
も
あ
り
ま
す
。近
年
で
は
、自
治
会
な

ど
の
地
域
活
動
の
担
い
手
が
減
少
し
、戸

別
訪
問
な
ど
丁
寧
な
募
金
活
動
が
負
担

と
な
っ
て
い
る
地
区
も
多
く
、共
同
募
金

の
周
知
や
、寄
付
者
の
自
発
的
な
判
断
の

機
会
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
も
原
因
の

一
つ
で
す
が
、封
筒
募
金
の
導
入
な
ど
依

頼
方
法
の
工
夫
や
理
解
の
促
進
に
努
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

近
年
、募
金
の
受
け
手
で
あ
る
福
祉

事
業
者
や
配
分
団
体
の
街
頭
募
金
な
ど

へ
の
協
力
が
進
ん
だ
り
、寄
付
つ
き
商
品

を
企
画
し
、販
売
す
る「
募
金
百
貨
店
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
参
画
す
る
企
業
も
増
え

る
な
ど
、募
金
運
動
の
輪
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。

　
現
在
、認
知
症
に
よ
る
行
方
不
明
者
は
年

間
1
万
人
以
上
に
上
っ
て
い
ま
す
。神
戸
市

西
区
社
協
で
は
、共
同
募
金
を
活
用
し
て

「
神
戸
市
西
区
徘
徊
S
O
S
ネ
ッ
ト（
愛

称
：
み
ま
も
ん
）」を
平
成
27
年
1
月
か
ら

開
始
し
ま
し
た
。ス
テ
ッ
カ
ー
を
目
印
に
行

方
不
明
の
高
齢
者
を
発
見
す
る
シ
ス
テ
ム

で
、地
域
の
皆
さ
ん
と
共
に
、日
常
の
何
気

な
い
見
守
り
か
ら
、認
知
症
高
齢
者
を
支
え

る
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。募
金
は
、利

用
者
を
特
定
す
る
ス
テ
ッ
カ
ー
や
メ
ー
ル
に

よ
る
シ
ス
テ
ム
構
築
な
ど
に
活
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、特
定
非
営
利
活
動
法
人
フ
ー
ド
バ

ン
ク
関
西（
芦
屋
市
）で
は
、余
剰
食
品
で
生

活
困
窮
者
を
支
援
す
る
事
業
を
実
施
し
、宝

塚
市
社
協
で
も
大
掃
除
を
き
っ
か
け
と
し
た

生
活
支
援
の
取
り
組
み
に
共
同
募
金
を
活

用
し
て
い
ま
す
。（
詳
細
は
、6
月
1
日
発
行

の
本
紙
特
別
号「
共
同
募
金
Ｎ
ｅ
ｗ
ｓ

2
0
1
5
v
o
l
．1
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。） 西脇市の地域ふれあいいきいきサロン神河町で行われている買い物送迎サービス

　
「
無
縁
社
会
」と
い
わ
れ
る
現
在
、地
域

福
祉
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
は
ま
す
ま
す
高
ま

っ
て
い
ま
す
。赤
い
羽
根
共
同
募
金
の「
じ

ぶ
ん
の
町
を
良
く
す
る
し
く
み
」を
、多

く
の
方
々
に
理
解
い
た
だ
き
、共
同
募
金

を
通
じ
て
町
を
良
く
し
て
い
こ
う
と
い
う

気
持
ち
が
た
く
さ
ん
芽
生
え
、助
け
合
い

の
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が

大
切
な
ゴ
ー
ル
で
す
。

　
ま
た
、災
害
時
の
被
災
地
に
お
け
る
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
支
援

や
、県
域
の
連
絡
調
整
を
担
う
福
祉
団
体

の
活
動
は
市
区
町
を
ま
た
い
で
助
け
合
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
、共
同
募
金

は
市
区
町
を
ま
た
ぐ
兵
庫
県
内
の
福
祉
事

業
に
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、共
同
募
金
運
動
を
進
め
る
た
め

の
活
動
費（
広
報
や
事
務
局
運
営
な
ど
の

費
用
）に
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、こ
れ
は

募
金
額
の
約
1
割
に
留
め
て
お
り
必
要
最

小
限
の
金
額
と
し
て
い
ま
す
。こ
の
割
合

　
8
月
27
日
、「
ス
ト
ッ
プ・ザ・無
縁
社
会
」

全
県
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
一
環
と
し
て
、神
戸

芸
術
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
第
54
回
社
会
福

祉
夏
季
大
学
を
開
催
し
た
。

　

今
回
の
夏
季
大
学
は
、「
人
口
減
少
」が

大
き
な
社
会
問
題
と
し
て
注
目
さ
れ
、生

活
を
支
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
存
続
も
危
惧

さ
れ
る
中
で
、こ
れ
か
ら
の
福
祉
社
会
づ
く

り
の
方
向
性
を
共
有
す
る
機
会
と
し
て
開

催
し
た
。

デ
ー
タ
か
ら
各
地
域
の
将
来
を
予
測

　
冒
頭
の
基
調
講
演
で
は
、「
人
口
減
少
の

時
代
に
お
け
る
地
域
社
会
の
未
来
〜〝
無
縁

社
会
〞の
克
服
に
向
け
て
〜
」を
テ
ー
マ
に
、

株
式
会
社
日
本
総
合
研
究
所
主
席
研
究
員

の
藻
谷
浩
介
氏
よ
り
講
演
を
い
た
だ
い
た
。

　
講
演
で
は
、少
子
化・高
齢
化
と
い
う
社

会
状
況
を
前
に
、イ
メ
ー
ジ
や
世
の
中
の
空

気
に
流
さ
れ
ず
、事
実
を
数
字
で
確
認
す
る

こ
と
の
大
切
さ
が
語
ら
れ
た
後
、実
際
の
統

計
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、地
域
社
会
の
人
口
推

移
な
ど
が
具
体
的
に
提
示
さ
れ
た
。

　
ま
た
、神
戸
市
や
東
京
都
な
ど
の
大
都
市

圏
で
高
齢
者
が
増
加
す
る
一
方
で
、15
〜
64

歳
の
現
役
世
代
の
人
口
が
す
で
に
減
り
つ
つ

あ
る
と
い
う
状
況
や
、各
世
代
の
人
口
推
移

が
横
ば
い
と
な
る
安
定
を
実
現
し
た
長
野

県
下
條
村
の
事
例
が
紹
介
さ
れ
た
。さ
ら
に
、

県
内
各
市
町
の
現
役
世
代
と
高
齢
者
の
増

減
率
の
分
布
図
な
ど
も
提
示
さ
れ（
図
表
参

照
）、こ
れ
ら
の
予
測
を
も
と
に
、医
療
や
福

祉
が
崩
壊
し
な
い
た
め
に
私
た
ち
が
何
を

な
す
べ
き
か
と
い
う
問
題
提
起
が
行
わ
れ
た
。

新
た
な
時
代
の
地
域
社
会
づ
く
り

　
続
く
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、藻

谷
氏
も
交
え
て
、「
こ
れ
か
ら
の
福
祉
社
会
の

方
向
性
〜
地
域
再
生
と
つ
な
が
り
の
ま
ち
づ

く
り
〜
」を
テ
ー
マ
に
協
議
が
行
わ
れ
た
。

　
N
H
K
解
説
委
員
の
後
藤
千
恵
氏
か
ら

は
、稲
美
町
に
お
け
る
住
民
自
身
に
よ
る
介

護
予
防
の
取
り
組
み（
6
ペ
ー
ジ
も
参
照
）

や
、地
域
の
課
題
解
決
を
仕
事
づ
く
り
に
つ

な
げ
て
い
る
各
地
の
事
例
が
紹
介
さ
れ
、

「
誰
も
が
生
き
生
き
と
輝
け
る『
働
く
場
』や

『
出
番
』『
役
割
』を
地
域
全
体
に
広
げ
て
い

く
」と
い
う
視
点
が
提
示
さ
れ
た
。

　
続
け
て
、大
阪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
常
務

理
事
の
早
瀬
昇
氏
か
ら
は
、自
治
会
な
ど
の

エ
リ
ア
型
の
活
動
と
テ
ー
マ
型
の
市
民
活
動

が
お
互
い
の
弱
み
と
強
み
を
見
せ
合
う
と

と
も
に
、支
え
る
側
と
支
え
ら
れ
る
側
が
夢

や
目
標
を
共
有
す
る
こ
と
が
、助
け
合
い
の

地
域
活
動
に
つ
な
が
る
と
語
ら
れ
た
。

　
そ
の
後
、藻
谷
氏
か
ら
は
地
域
で
余
っ
た

野
菜
を
福
祉
施
設
等
で
活
用
す
る
社
会
福

祉
法
人
優
輝
福
祉
会（
広
島
県
）の
事
例
な

ど
が
紹
介
さ
れ
、地
域
内
で
の
資
源
の
循
環

が
社
会
の
元
気
に
つ
な
が
る
と
話
さ
れ
た
。

　
最
後
に
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
関
西
学

院
大
学
教
授
牧
里
毎
治
氏
よ
り
、地
域
社
会

が
変
わ
り
つ
つ
あ
る
中
で
、助
け
合
い
活
動

を〝
仕
事
化
〞し
て
い
く
方
向
性
が
示
さ
れ
、

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
終
了
し
た
。

人
口
減
少
の
時
代
に
お
け
る

福
祉
社
会
の
在
り
方
は

〜
社
会
福
祉
夏
季
大
学
を
開
催
〜

開  催  報  告

■図表 基調講演資料より抜粋（県社協ホームページでも掲載しています）

国立社会保障人口問題研究所2013年予測

50年で
現役世代が
ゼロになる
ペース

60年で
現役世代がゼロ
になるペース

75年で
現役世代が
ゼロになる
ペース

100年で
現役世代が
ゼロになる
ペース

150年で
現役世代が
ゼロになる
ペース

兵庫県共同募金会マスコット
あかはねちゃん

は
、全
国
的
な
募
金・寄
付
団
体
の
中
で
も

低
い
水
準
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

共
同
募
金
が
始
ま
っ
た
戦
後
に
比
べ
、

現
在
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
施
設
や
福

祉
サ
ー
ビ
ス
が
充
実
し
ま
し
た
。介
護
保

険
な
ど
の
制
度
も
始
ま
り
民
間
の
福
祉

事
業
者
も
増
え
ま
し
た
が
、共
同
募
金
は
、

小
規
模
作
業
所
の
充
実
や
在
宅
介
護
支

援
な
ど
、変
遷
す
る
時
代
の
ニ
ー
ズ
を
捉

え
、民
間
の
福
祉
事
業・活
動
へ
重
点
的
に

配
分
し
て
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
現
在
、社
会
的
孤
立
の
状
態
に

あ
る
人
た
ち
を
巡
る
課
題
が
大
き
く
な

る
中
、「
地
域
か
ら
の
孤
立
を
な
く
そ
う

〜
み
ん
な
が
社
会
の一員
と
し
て
包
み
支

え
合
う
し
く
み
づ
く
り
〜
」を
全
国
共
通

助
成
テ
ー
マ
と
し
て
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
制
度
化
さ
れ
て
い
な
い
新
た
な
課

題
や
制
度
の
は
ざ
ま
の
課
題
で
民
間
事
業

者
や
住
民・市
民
の
力
が
期
待
さ
れ
て
い

る
活
動
な
ど
も
多
く
あ
り
ま
す
。共
同
募

金
は
、こ
の
よ
う
な
先
駆
的・開
拓
的
な
民

間
の
福
祉
活
動
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

余剰食品を支援団体に分配
（フードバンク関西）

本人、地域住民、福祉専門職が協力して荷物を搬出
（宝塚市社協）

共
同
募
金
の
活
用
事
例

■図表2 共同募金のスケジュール
１年目

8
月

9
月
10
月
12
月
1
月
3
月
4
月
〜
3
月

4
月

募
金
目
標
額
の
決
定

配
分
計
画（
大
綱
）の
策
定

募
金
活
動
の
準
備・広
報

募
金
活
動
の
実
施（
〜
12
月
）

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
の
実
施

募
金
の
集
計

配
分
決
定

募
金
の
配
分

配
分
事
業
の
実
施

配
分
事
業
の
精
算

助
成
結
果
の
公
表

随
時

〜
7
月

配
分
ニ
ー
ズ
の
調
査

2年目 3年目

　
こ
の
た
び
県
内
第

１０
号
の
募
金
百
貨
店
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
、「
お
な
か
い
っ
ぱ
い
し
あ
わ
せ

い
っ
ぱ
い
！
お
弁
当（
カ
レ
ー
）を
食
べ

て
す
ま
の
町
を
よ
く
し
よ
う
！！
」プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
１０
月
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。障
害
者
就
労
支
援
Ｂ
型
事
業
所

「
Ｐａ
ｔｃ
ｈ（
こ
こ
ろ
わ
）」の
お
弁
当

１
個
に
つ
き
３
〜
５
円
が
共
同
募
金

に
寄
付
さ
れ
ま
す
。

皆さんの心が込もったお弁当
です 

市区町域での事業費
426,341,000円
78%

市区町域
以外の配分金
56,640,000円
10%

■市区町域での事業費
■共同募金活動費

■市区町域以外の配分金
　（県域・広域の事業費、災害準備金等）

共同募金活動費
65,197,072円
12%

（
特
）お
ー
け
す
と
ら・

ぴ
っ
と

（
神
戸
市
須
磨
区
）

昨年の丹波市豪雨災害の救援にも
共同募金が活用されました

靴の後部やつえなど、日頃か
ら身に着ける物に、蛍光シール
（番号入り）を貼り付け、徘徊者
の特定と早期発見に役立てる
（西区社協）
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そ
の
意
義
や
必
要
性
が
広
ま
り
つ
つ
あ
る
。

　
実
施
地
区
の
一
つ
で
あ
る
金
守
地
区
で

運
営
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
活
躍
す
る
寺
嶋
さ

ん
は
、地
域
の
高
齢
者
か
ら「
最
近
、買
い

物
に
も
出
掛
け
ら
れ
ず
、外
に
出
て
も
話

を
す
る
場
所
が
な
い
」と
い
っ
た
声
が
寄

せ
ら
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、そ
の
解

決
の一助
に
な
れ
ば
と
い
う
思
い
か
ら「
い

き
い
き
広
場
」の
実
施
を
考
え
た
そ
う
だ
。

参
加
者
か
ら
は「
地
域
の
居
場
所
が
で
き

て
、毎
週
楽
し
み
に
待
っ
て
い
る
」と
い
っ

た
声
も
聞
か
れ
、参
加
者
の
生
き
が
い
づ

く
り
な
ど
に
効
果
が
み
ら
れ
て
い
る
。

　
現
在
実
施
し
て
い
る
20
地
区
は
、町
全

体
の
約
3
分
の
1
の
数
で
あ
り
、「
い
き
い

き
広
場
」の
実
施
を
町
内
全
体
へ
広
げ
る

地域で支え合い、地域を元気にする
取り組みを紹介します。

　
「
い
き
い
き
広
場
」は
、お
お
む
ね
65
歳

以
上
の
虚
弱
高
齢
者
を
主
な
対
象
と
し
、

週
1
回
、地
域
の
公
民
館
な
ど
で
集
ま
り
、

茶
話
会
や
ゲ
ー
ム
、音
楽
、手
芸
な
ど
の

創
作
活
動
、昼
食
会
等
を
実
施
し
て
い
る
。

こ
の
取
り
組
み
は
、平
成
18
年
度
の
介
護

保
険
法
改
正
を
き
っ
か
け
に
始
ま
っ
た
も

の
だ
が
、町
で
は
以
前
よ
り
虚
弱
高
齢
者

の
生
活
の
質
の
低
下
を
防
ぐ
一
つ
の
方

策
と
し
て
、地
域
で
集
う
場
づ
く
り
の
必

要
性
を
感
じ
て
い
た
と
い
う
。そ
こ
で
、

効
果
が
高
ま
る
よ
う
開
催
頻
度
を
週
1

回
と
し
、運
営
も
住
民
が
主
体
的
に
関
わ

る
か
た
ち
で
、町
内
3
地
区
で
の
モ
デ
ル

事
業
の
実
施
を
経
て
開
始
さ
れ
た
。

　
「『
い
き
い
き
広
場
』の
特
徴
は
、対
象

者
の
選
定
や
声
掛
け
か
ら
活
動
の
企
画

な
ど
、住
民
自
ら
が
一
連
の
運
営
に
携
わ

る
こ
と
だ
。そ
れ
に
よ
り
地
域
住
民
の
親

密
性
が
高
ま
り
、地
域
の
力
そ
の
も
の
を

高
め
る
き
っ
か
け
に
も
な
っ
て
い
る
」と

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
の
米
澤

有
里
さ
ん
は
話
す
。当
初
は
7
地
区
の
ス

タ
ー
ト
だ
っ
た
が
、平
成
26
年
度
は
20
地

区
が
実
施
す
る
ま
で
に
増
加
し
て
お
り
、

こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。そ
れ
で
も

米
澤
さ
ん
は
、「
地
域
の
実
情
は
さ
ま
ざ

ま
な
の
で
、同
じ
方
法
で
全
地
区
実
施
と

い
う
こ
と
は
難
し
い
。い
き
い
き
広
場
の

実
施
地
区
を
増
や
す
こ
と
も
大
切
だ
が
、

住
民
が
身
近
な
場
所
で
集
え
る
場
づ
く

り
か
ら
始
め
た
い
」と
今
後
の
展
望
に
つ

い
て
語
る
。

　
地
域
の
つ
な
が
り
が
希
薄
化
す
る
中

で
、気
軽
に
集
え
る
居
場
所
づ
く
り
に
住

民
自
ら
が
取
り
組
む「
い
き
い
き
広
場
」

は
、介
護
予
防
の
効
果
に
留
ま
ら
ず
、住

民
同
士
が
支
え
合
え
る
地
域
づ
く
り
に

つ
な
が
っ
て
い
る
。

住
民
自
ら
が
つ
く
る

地
域
の
居
場
所

みんなでつくる
ひょうごの福祉

　稲美町では、自治会という小さな地域の単位で虚弱
高齢者の居場所づくり「いきいき広場」を実施している
そうだよ。活動を担う人も高齢者が大半で、地域の元
気な高齢者が虚弱高齢者を支える仕組みなんだ。今回
はこの「いきいき広場」をのぞいてみよう！

取材を終えて
　参加者の一人が体調不良で入院することになったが、
「もう一度、いきいき広場に行くためにリハビリを頑張
る」といったエピソードをうかがい、この取り組みが本
当に住民の生きがいづくりにつながっていることを実
感しました。「居場所があることが健康づくりにつなが
る」と語ってくれた米澤さんの思いが、取り組みのさら
なる広がりにつながると思います。

「ストップ・ザ・無縁社
会」

広がれ！全県キャンペ
ーン

http://stop-mue
n.jp

「ストップ・ザ・無縁社会」全県キャンペーンの
最新情報や、支え合いのメッセージをお伝えします。

高齢者の支え合いを
生み出す介護予防
～地域でつくる「いきいき広場」（稲美町）の取り組み～

稲美町健康福祉課地域包括支援センター
加古郡稲美町国岡1-1　TEL 079-492-9150

新たに参画した団体（順不同）
特定非営利活動法人ソーシャルデザインセンター淡路、

社会福祉法人日の出福祉会、
社会福祉法人阪急福祉会新甲東保育園、
社会福祉法人阪急福祉会段上保育所、

社会福祉法人阪急福祉会まつぼっくり保育園、
社会福祉法人長陽会

こころ豊かな人づくり500人委員会西播磨OB会…協賛金5千円
社会福祉法人ジェイエイ兵庫六甲福祉会　　 …協賛金5千円
社会福祉法人祉友会　　　　　　　   　　   …協賛金1万円
社会福祉法人上野丘さつき会　   　　　　   …協賛金5万円
社会福祉法人大慈厚生事業会　　　　　　  …協賛金3千円

●関係者一人一人が、この「ストップ・ザ・無縁社会」
　全県キャンペーンの考えを、地域にもっと広げて
　いくことが大事だと思います。

●キャンペーンの継続した活動が必要です。

●隣近所の付き合いの大切さを感じています。

●地域活性化のため、いろんなグループが合同で一
　人暮らしの方をサポートし、孤独死の人がいなく
　なるよう努力できたらと思います。

●今後なお無縁社会は進むものと思われます。キャンペ
　ーンを推進することが一層大切になります。

●とても良い活動だと思います。これからも人と人
　とのつながりを大切にすることを呼び掛けるキャ
　ンペーンを末永く続けてほしいです。

多数の方にご参加いただき
会場は大いに盛り上がり
ました！

居
場
所
づ
く
り
か
ら

支
え
合
い
の
地
域
づ
く
り
へ

ＴＯＰＩＣＳ

　総会では、参加者の皆さんより多くのメッセージを
いただきました。以下にその一部をご紹介いたします。

キャンペーンに寄せられたメッセージ

　8月27日、新神戸オリエンタル劇場にて、「ストップ・
ザ・無縁社会」全県キャンペーンの総会・講演会を開催
しました。冒頭、推進協議会代表幹事の武田政義県社
協会長より、「国でも社会保障制度改革が進められてい
く中で、キャンペーンの考えが改めて重要になってき
ている」とあいさつがあった後、平成26年度事業報告・
決算と平成27年度事業計画・予算が承認されました。
　その後、手話パフォーマンスバンド「エスペランサ」に
よる楽しいミニコンサートを挟んで、落語家の桂米團

推進団体の参画と協賛のお礼

推進協議会の総会・記念講演会を開催！

　このたび、新たに下記の団体より参画の申し出をいた
だき、推進団体は254団体となりました（9月17日現在）。

　また、キャンペーンに対して以下の団体より協賛を
いただきました。心よりお礼申し上げます。

治さんによる講演会を開催しました。3月に亡くなった
人間国宝の桂米朝さんの自宅での晩年の様子や、一
門の絆を感じさせるエピソードが話され、軽妙な語り
口に会場は温かい笑いに包まれました。
　430人を超える参加者の皆さんからも、「とても聞
きやすい、心に残る講演会でした。「今までにない大き
な勇気と感動をもらい、心が豊かになりました」などの
ご感想をいただきました。

いきいき広場で将棋を楽しむ男性参加者の皆さん

いきいき広場が参加者に笑顔をもたらす
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小地域に根付いた地域の拠点づくりの取り組みをシリーズで紹介します。

広げよう！ 地域の安心拠点

地域の概況地域の概況地域の概況

～淡路市山田地区の取り組み～

今回取材した拠点のご紹介

ごきげん荘（淡路市山田まちづくり協議会）　淡路市草香560　TEL 0799-86-1646

地域住民がつながりを
感じる集まりの場

　まちづくり
協議会では、
「ごきげ ん
荘」を使って

企画から活動者が参加できるよう「ごきげん大作
戦」という集いも開催している。
　取材日は、そのうちの1つ「花を愛する人の会」
の日だったが、話はあちこちに広がった。「話に花
を咲かせる会や」と笑いが出ると、「今度からそう
しよう」とその場で「はなを咲かせる会」に名称が
変更される。まさに住民流だ。他にも「味噌の作り
方だったら○○さんなら知っている」「○○につい
ては私できますよ」の声が自然と出てくる。活動
テーマを自由に出し合えることも、住民が興味を
もって参加するきっかけになっているようだ。
　「活動目標に向かって取り組んでいくことだけ
が大事じゃなく、楽しく、和気あいあいと進めてい
くことが、楽しみに変わる秘訣」。エコストーブで
沸かしたコーヒーを片手に、参加者の皆さんは
笑顔で話す。

　このように自由な発想の下で、地域の
住民をどんどんつなげていく姿勢が山
田地区の住民活動の強みだ。今後も楽し
さの幅を広げていくことにより、地域住
民が交流を深める拠点の場として発展し
ていくことが期待されている。

　淡路市南西部に位置する山田地
区は、瀬戸内に面し、山裾に棚田が
広がる一次産業が盛んな地域であ

る。また、小規模集落が点在し、少子化・高齢化・過疎化が進
んでいる。
　5年前には路線バスが廃止となるが、住民自らが地域問題
として協議を重ね、市の協力の下で平成25年に予約型コミュ
ニティバスの運行を開始。近年では児童の減少により地区内
の保育所・小学校が相次いで統廃合され、閉鎖に至っている。

　「このまま、
何もかも無く
なってしまって
いいのか」。保

育所・小学校の統廃合により危機感を感じた住民
たちは、地区内の声をアンケートで集め、施設活用
の方法を何度も話し合った。平成26年11月には町
内会等が呼び掛けて「山田まちづくり協議会」を設
立。今年4月に、住民の誰もが交流し活動できる拠
点として、保育所跡地に「ごきげん荘」を開設した。
　ごきげん荘の運営はまちづくり協議会が中心
となり、活動もサポート。活動したい住民がグ
ループで参加できる仕組みづくりを目指してい
る。ある集まりでは、地域の人やモノを生かして、
地域の暮らしを楽しめるよう、グループづくりの
話に花を咲かす。
　また、ごきげん荘にはソファーに腰掛けてくつ
ろぐ「リビング」と呼ばれるスペース（写真）のほ
か、備品を活用した「シアター」など、大人から子
どもまで、幅広い年齢層が交流を深められる機
能が充実している。
　さらには、寄贈の漫画を生かして「集
落マン喫」などの作戦も浮上。コミュニ
ティバスの事務局としても活用されて
おり、地域住民の活動拠点として芽吹
き始めている。

人口：1,100人 　高齢化率：39.8%
世帯数：400世帯　

（平成27年4月1日現在）

地域住民の活動拠点“ごきげん荘”

住民が主役となり
活動するきっかけに

基礎データ

　より困難な課題に対応していくには、社協内の連携
はもとより、地域住民の理解や他の専門機関による支
援、行政を巻き込んだ仕組みづくりも欠かせない。課
題調整会議で検討したケースは、さらに高齢・児童・障
害などそれぞれに視点の異なる専門職や地域住民とと
もに協議を行い、お互いの強みを発揮し、当事者だけ
でなく世帯全体の支援を行えるよう取り組んでいる。
　今後は、地域で起きている課題を住民自身が身近な
こととして受け止め、共に考え、解決に向けて取り組ん
でいけるよう、対応事例の蓄積から、地域の普遍的な
課題の整理にも取り組み始めている。今後、社協が担
うべき役割やその具体化に向けて、「たよれるネット」
のさらなる展開が期待されている。

市町社協の取り組んでいるさまざまな活動を紹介します。

活動を
もっと詳しく
知りたい方は

伊丹市社会福祉協議会
☎072-779-8512
伊丹市社協 検索

あなたのまちの 社 協 ナ ビあなたのまちの 社 協 ナ ビ

共通理解から始まる関係づくり

地域一丸で課題に取り組むために

　地域においてさまざまな生活・福祉課題を抱え「生活のしづらさ」を感じる人が増えてくる中で、伊丹市社協では
住民や相談支援機関等とも連携し、包括的に支援を行う「総合相談支援体制（たよれるネット）」の推進に取り組ん
でいる。この体制を強化するため、社協の第6次発展計画（平成27年度～）でも組織基盤強化方針として掲げられ
た「課題調整会議」の取り組みを紹介したい。

　伊丹市社協が進める「総合相談支援体制（たよれる
ネット）」は、多様な福祉課題を漏らさずに受け止め、社
協の各部署や行政をはじめ、関係機関・団体、住民が連
携し、総合的・包括的な支援を行うものである。
　それぞれの機能を十分に発揮できるよう、調整役と
しての社協の支援マネジメントを高めるために設けら
れたのが「課題調整会議」だ。
　課題調整会議は、月に1度、各部署の担当者が集ま
り、複合的な課題を抱えるケースの事例検討を行う。
事例に対して各部署の視点から必要な支援等につい
て意見を出し合い、それぞれがどういう役割を担うの
かを検討する。
　この会議によって、「地域での生活を支える」ための
具体的目標を共有し、社協としてのチーム支援方針が
決定される。こうした議論は、職員に対するスーパーバ
イズの機会ともなっている。

住民や専門機関との連携・協働を目指して
～「たよれるネット」による相談支援～

　社協内での事例検討からスタート
した課題調整会議は、社協外の専門
職や住民との連携にまで広がってい
ます。土台づくりに力を入れ、共通理
解によって着実に人々との関係をつ
くるその姿からは、組織の壁を越え、
地域全体で課題を解決していこうと
いう強い意志を感じました。

　この「課題調整会議」は、現在、川島ゆり子教授（花園大学社会福祉
学部社会福祉学科）の協力を得ながら進めていますが、そんな中で、職
員が一丸となってこの会議が有機的に機能するカタチを見出そうとし
ています。
　複雑多様な生活課題が顕在化する一方、住民同士のつながりが希
薄になり、地域における住民相互の支え合いも難しくなってきた今日、
本会では、これからもさまざまなつながりを生み出しながら、「総合相談支援体制（たよれる
ネット）」を推進してまいります。

取 材 を 終 え て 会 長 か ら 伊丹市社会福祉協議会　会長　原田 賀代子

活発な意見
交換が行
われる課題
調整会議

■図表「たよれるネット」による総合支援
個別課題（複合多問題、制度の狭間 等）

社協 地域福祉推進室（「たよれるネット」の調整機能）

課題調整会議

社協外の専門機関や地域住民を交えた協議の場

社協としての支援方針の検討と
役割分担の明確化

「たよれるネット」による
相談支援の方針決定

相談

経過報告・モニタリング

地域福祉推進担当 地域包括支援センター ボランティア・市民活動センター
福祉権利擁護センター 地域生活支援センター

生活福祉資金事業担当
生活困窮者支援担当（相談員）
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　このたび、認定こども園の健全な発展と振興および人
材育成を図ることを目的に、県内の私立幼稚園協会およ
び兵庫県保育協会、神戸市私立保育園連盟、姫路市保育
協会、西宮市保育協議会の幼稚園、保育所の関係5団体
が相集い「兵庫県内認定こども園関係団体協議会」を設
立しました。この協議会は、全国に先駆けて幼稚園、保育
園の関係団体が協動して、認定こども園に関する情報交
換など共通の課題を認識して、解決に向けて取り組んで
いこうとするものです。

　これを記念して8月
29日に、県私学会館で
設立記念研究会を開
催しました（写真）。幼

問い合わせ
兵庫県社協 総務企画部　TEL 078-242-4633　FAX 078-242-4153　E-mail info@hyogo-wel.or.jp

アピールしたい活動の
情報をお寄せください。

みんなの広場 兵庫県社協の会員からの情報発信コーナーです

兵庫県内認定こども園関係団体協議会

全国初の試み！

稚園、保育園の関係者
約260人が参加し、行
政説明、専門家の講演
の後、グループ別に分かれて課題などについて意見や情
報交換を行いました。今後もこうした職員研修会等を通
じて、子どもの教育・保育の質の向上や地域の子育て支
援の充実、子どもの最善の利益が図られる社会の構築を
目指していこうと考えています。
　認定こども園は保護者の就労の有無に関わらず、就学
前の子どもの教育・保育を一体的に提供するとともに、地
域の子育て支援機能を有するものです。関係団体協議会
においては、この設立を機に、地域において子どもがより
健やかに育成される環境整備に努めてまいりますので、
ご支援をお願いいたします。

　

県
社
会
福
祉
研
修
所
は
、福
祉
事
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所
に
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け
る
人
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成
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今
後
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で
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希
望
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場
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ア
ド
バ
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に
よ
る
職
場
研

修
支
援
を
ご
希
望
の
事
業
所
は
、

県
社
会
福
祉
研
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所
第
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ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ご
相
談

く
だ
さ
い（
派
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費
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料
）。

兵
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県
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会
福
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続
報
）

災
害
関
連
情
報

関
東・東
北
豪
雨
が
発
生

県
内
3
カ
所
で「
職
場
研
修

プ
レ
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
！

兵
庫
県
議
会・市
町
へ
の
提
言

　

9
月
号
で
も
お
伝
え
し
た
通
り
、兵

庫
県
社
協
社
会
福
祉
政
策
委
員
会（
以

下
、「
政
策
委
」）で
は
、『
平
成
28
年
度
兵

庫
県
の
社
会
福
祉
政
策
へ
の
提
言
』(

以

下
、「
提
言
書
」)

を
取
り
ま
と
め
、8
月

よ
り
関
係
機
関
等
に
対
す
る
提
言
活
動

を
実
施
し
て
い
る
。今
号
で
は
、そ
の
後

の
提
言
活
動
の
状
況
を
報
告
す
る
。

　

政
策
委
で
は
、8
月
17
日
の
兵
庫
県

議
会
自
由
民
主
党
議
員
団
へ
の
訪
問
を

皮
切
り
に
、県
議
会
各
会
派
の
議
員
団

を
訪
問
し
、代
表
者
に
対
し
て
現
場
の

実
情
を
交
え
な
が
ら
提
言
を
行
い
、来

年
度
兵
庫
県
施
策
、予
算
編
成
へ
の
反
映

を
求
め
た
。ま
た
、全
て
の
県
議
会
議
員

へ
提
言
書
を
配
布
し
た
。

　
さ
ら
に
、県
内
市
町
域
へ
の
提
言
に
つ

い
て
は
、県
市
長
会
、県
町
村
会
、県
市

議
会
議
長
会
、県
町
議
会
議
長
会
を
訪

問
し
、代
表
者
に
対
す
る
提
言
を
行
っ

た
。社
会
福
祉
法
人
へ
の
指
導
監
督
や
関

連
施
策
の
実
施
主
体
と
な
る
市
町
に
お

い
て
、地
域
の
実
情
に
応
じ
た
施
策
化
、

そ
れ
に
伴
う
予
算
措
置
に
つ
い
て
求
め

た
。こ
れ
と
併
せ
、県
内
全
市
町
長
、市

町
議
会
議
長
に
対
し
て
も
提
言
書
を
配

布
し
た
。

※
提
言
書
の
項
目
は
、本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
て
掲
載
い
た
し
ま
す
。

兵庫県内認定こども園関係団体
協議会　構成メンバー
・私立幼稚園協会　・兵庫県保育協会
・神戸市私立保育園連盟
・姫路市保育協会　・西宮市保育協議会

県市長会（山中芦屋市長）へ提出 県市議会議長会（津田尼崎市議会議長）へ提出

県町村会（戸田多可町長）へ提出 県町議会議長会（西岡佐用町議会議長）へ提出

（
http://w

w
w
.hyogo-w

el.or.jp/）

（
TEL 078-367-3001）

大雨等災害義援金のお知らせ

取扱期間　平成27年11月30日（月）まで
お振込先　三井住友銀行東京公務部
普通預金　口座番号0162529
口座名　(福）中央共同募金会
　　　　台風大雨災害義援金口

開催期日　平成27年11月12日（木）13：30～16：30
開催場所　兵庫県福祉センター1Ｆ 多目的ホール
内　　容　講演「対応スキルと連携の強化に向けて」
　　　　　（有限会社レイズ 人材育成コンサルタント 増田 知乃氏）など
参加対象　福祉サービス事業所等職員、苦情解決責任者、苦情受付担当者
参 加 費　１人3,000円（定員140人）
問い合わせ先　兵庫県社協 兵庫県福祉サービス運営適正化委員会

TEL 078-291-7070
URL http://www.hyogo-wel.or.jp/

「苦情解決セミナー」参加者募集のお知らせ

※詳細は、中央共同募金会のホームページ（http://www.akaiha
　ne.or.jp/）をご確認ください。

　中央共同募金会では、このたびの大雨災害に伴う
義援金を募集している三県に対して、まとめて寄付
ができる口座を開設しました。寄せられた義援金は、
被災状況に応じて同会より被災県に送金されます。

　施設・事業所の課題としての「接遇の改善」をテーマに開催します。

　
台
風
18
号
等
に
よ
る
大
雨
の
影
響
で
、

9
月
9
日
か
ら
11
日
に
か
け
て
、茨
城
県

や
栃
木
県
、宮
城
県
な
ど
を
中
心
に
大
き

な
被
害
が
発
生
し
た
。

　
ひ
ょ
う
ご
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
プ
ラ
ザ
で

は
、こ
れ
ら
の
大
雨
災
害
に
係
る
被
災
地

支
援
と
し
て
、9
月
17
日
か
ら
19
日
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
を
運
行
し
て
宮
城
県
大

和
町
内
に
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ

た
。ま
た
、丹
波
市
社
協
な
ど
も
、被
災
地

へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
の
運
行
を
行
っ

て
い
る
。

県議会公明党・県民会議議員団へ提出

日本共産党県会議員団へ提出

県議会自由民主党議員団へ提出

維新の党県議会議員団へ提出

県議会民主党・県民連合議員団へ提出

ひょうごの福祉

2015 October11 2015 October 10

N OW
ひょうごの福祉

県社協の活動や県内の福祉に関する最新の動きを発信します。N OW



I N F O R M A T I O N・ 伝言板

兵庫県福祉手帳＜2016年度版＞が
12月上旬発売予定です。カレンダー
のほか、県内の福祉関係機関一覧を
掲載しており、福祉関係者必携！
※民間社会福祉事業職員互助会の加入者には互
　助会より配布されますのでご留意ください。
※カバーの色は右の画像より代わります。

申し込み・問い合わせ先　兵庫県社協 総務企画部 ＴＥＬ０７８－２４２－４６３３

「兵庫県福祉手帳2016」
  予約注文受け付け中！

2016

兵庫県福祉手帳

社会福祉関係資料

［サイズ］ヨコ９㎝×タテ１５㎝　［価格］９70円（税込）

助成金情報 助成額　1団体上限50万円（総額1,000万円を予定）
締切り　平成27年10月30日（金）17:00

②「認定NPO法人取得資金」の助成
対象　社会福祉分野で活動し、認定NPO法
人の取得を計画している特定非営利活動
法人

助成額　1団体上限30万円（総額600万円を予定）
締切り　平成27年10月30日（金）17:00

●問●申公益財団法人損保ジャパン日本興亜福
祉財団　TEL 03-3349-9570

URL　http://www.sjnkwf.org/

一般社団法人生命保険協会
平成27年度元気シニア応援団体に
対する助成活動
対象　高齢者を対象にした健康管理・増進、自
立支援、生きがいづくり等の活動に取り組ん
でいる民間非営利の団体、ボランティアグ
ループ、特定非営利活動法人等
助成額　1団体上限15万円（総額最大500万円）
締切り　平成27年10月31日（土）消印有効
●問●申生命保険協会 TEL 03-3286-2643
URL　http://www.seiho.or.jp/

第5回C-1グランプリ事例コンテスト
テーマ　「利用者さんと介護職員が笑顔に
なった事例」

日時　平成27年11月7日（土）13:00～16:30
会場　県福祉センター1階多目的ホール
入場料　無料
●問●申一般社団法人兵庫県介護福祉士会
　TEL 078-242-7011
URL　http://care-net.biz/28/haccw/

第9回全国校区・小地域福祉活動サミット
INくろべ
日時　平成27年11月26日（木）・27日（金）
会場　黒部市宇奈月国際会館セレネなど（富山県）
参加費　6,000円
●問●申名鉄観光サービス株式会社富山支店
　TEL 076-431-8056
URL　 http://www.kurobesw.com/

平成27年度地域の福祉力セミナー
対象　平成27年11月27日（金）
会場　黒部市宇奈月国際会館セレネ（富山県）
参加費　5,000円
●問●申名鉄観光サービス株式会社富山支店
　TEL 076-431-8056
URL　 http://www.zcwvc.net/

福祉活動等に対する助成金の情報です。詳細
は、それぞれの問い合わせ先にご確認ください。

公益財団法人JR西日本あんしん社会財団
①平成28年度AED訓練器等の提供
による支援事業
対象　次の条件を満たすこと①近畿2府4県に
所在地があり、救命処置の普及活動を行う計
画を有する団体②救命処置の普及啓発に対
し積極的で意欲があること③明確な活動計
画があること④応急手当普及員、赤十字救急
法指導員、BLSインストラクターおよびこれら
に準ずる指導資格者が在籍していること
提供内容　AED訓練器、訓練用人形、納入袋
（総数16セット）※複数セットも提供可
締切り　平成27年10月26日（月）必着

②平成28年度活動助成
対象　事故、災害や不測の事態に対する備え
に関する活動または災害後の心のケアや身
体的ケア等に関する活動

対象　近畿2府4県に拠点があり、募集開始
時点で1年以上の継続活動実績がある団体

助成額　1件あたり70万円以下（総額5,000
万円程度を予定）

締切り　平成27年11月17日（火）必着

●問●申公益財団法JR西日本あんしん社会財団
TEL 06-6375-3202

URL　http://www.jrw-relief-f.or.jp/

特定非営利活動法人市民社会創造ファンド
市民ファンド推進プログラム2015
広く市民から寄付を集め、社会課題に取り組
む市民活動に直接的な助成を行う、市民ファ
ンドとコミュニティ財団に助成します。
対象　独立した組織として設立、または、既存
の民間組織に設置されて1年以上を経てい
る市民ファンド・コミュニティ財団
助成額　1件上限200万円（総額600万円を予定）
締切り　平成27年10月30日（金）必着
●問●申特定非営利活動法人市民社会創造ファンド
　TEL 03-5623-5055
URL　http://www.civilfund.org/

公益財団法人損保ジャパン
日本興亜福祉財団
NPO基盤強化資金助成
①「組織の強化」と「事業活動の強化」の助成
対象　次の条件を満たすこと①西日本地区に所
在する団体②特定非営利活動法人・社会福祉
法人③社会福祉に関する活動を行う団体

6日

7日
9日・10日

11日

16日

19日

21日

22日

23日

23日・24日

27日～

28日

30日

10日・
25日

11日

17日

19日

21日
24日

28日

29日

行事予定
ＮＰＯと行政の協働会議（東播磨）　
◆東播磨生活創造センター「かこむ」
看護職員研修◆県社会福祉研修所
きょうされん第３８回全国大会
ｉｎひょうご◆神戸国際展示場
第１８回介護支援専門員実務研
修受講試験◆神戸学院大学ほか
但馬・丹波・淡路地域対象 福祉の
就職説明会◆神戸サンボーホール
ストレスマネジメント研修　　　
◆県社会福祉研修所
県社協第２３９回理事会・第１８５回
評議員会◆県福祉センター
福祉サービス利用援助事業新任
生活支援員研修◆県福祉センター
会計実務担当者研修 実践編（税
務コース）◆県社会福祉研修所
経営協第２３５回理事会・例会　
◆県福祉センター
日本福祉施設士会近畿ブロック
セミナー◆ＡＮＡクラウンプラザ
ホテル
介護支援専門員専門研修課程
Ⅱ・更新研修Ａ（後期）　　　　　
◆県社会福祉研修所ほか
福祉の就職説明会 ＡＵＴＵＭＮ ｉｎ 
ＨＹＯＧＯ◆尼崎中小企業センター
第６４回兵庫県社会福祉大会　
◆三木市文化会館
社会福祉法人 人事・労務管理研修
（マイナンバー制度対策セミナー）　　
◆県中央労働センター・県農業共済会館
若年性認知症家族介護者連絡会
◆県福祉センター
災害ボランティアコーディネー
ター養成研修　　　　　　　　
◆ひょうごボランタリープラザ
生活支援コーディネーター養成
研修◆姫路市自治福祉会館
兵庫県保育大会◆宝塚ベガ・ホール
福祉サービス利用援助事業生活支
援員研修（現任）◆県福祉センター
前頭側頭型認知症の家族交流会・
家族介護者研修◆県福祉センター
介護福祉士受験セミナー　　　
◆県社会福祉研修所

10月

11月

研修・イベント

P2

P6

P7

P8

P9

P10

P11

P12

特集

加古川市

ひょうごの福祉NOW

みんなの広場

インフォメーション

地域住民の活動拠点“ごきげん荘”
～淡路市山田地区の取り組み～

広げよう！「じぶんの町を良くする」
共同募金のしくみ

P5 開催報告
人口減少の時代における福祉社会の在り方は
～社会福祉夏季大学を開催～
「ストップ・ザ・無縁社会」 広がれ！全県キャンペーン

みんなでつくるひょうごの福祉

あなたのまちの社協ナビ

伊丹市社協
住民や専門機関との連携・協働を目指して
～「たよれるネット」による相談支援～
広げよう！地域の安心拠点

高齢者の支え合いを生み出す介護予防
～地域でつくる「いきいき広場」（稲美町）の取り組み～

10月から
共同募金運動が
スタートするよ！

鶴林寺「十三夜観月会」

10
No.776

認め合い ともにつながり 支え合う みんなでつくる  ひょうごの福祉

兵庫県社会福祉協議会

見
や
す
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

フ
ォ
ン
ト
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

平成27年10月1日発行（毎月1回1日発行 定価150円）　昭和27年4月7日 第3種郵便物承認　発行人：武田政義　発行所：社会福祉法人 兵庫県社会福祉協議会
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